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1. はじめに   

 近年、大学教育に対する関心や社会的な要求が非常に高

まっていることにともない、大学教育においてさまざまな

取り組みが行われ，実践的な研究もなされるようになって

きている[1]．その中で近年特に注目されているのが、アク

ティブ・ラーニングと反転授業である。 

2008年の文部科学省中央教育審議会答申「学士課程教育

の構築に向けて」において、アクティブ・ラーニングは「伝

統的な教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，

学習者の能動的な学習への参加を取り入れた授業・学習法

の総称」としている。さらに、溝上はアクティブ・ラーニ

ングを広義に捉え，「一方向的な知識伝達型講義を聴くとい

う（受動的）学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的

な学習のこと」と定義しており、「能動的な学習には、書く・

話す・発表する等の活動への関与と、そこで生じる認知プ

ロセスの外化を伴う」として、認知プロセスに注目するこ

とが重要であると述べている[2]。このように、「教えるか

ら学ぶへ（from teaching to learning）」[3]と呼ばれる教授学

習パラダイムの転換が起こり、大学教員は，新たな授業形

態に合わせて，自らの役割を柔軟に変化させ対応していく

ことが求められるようになってきていると言える． 

 その一方で、近年、反転授業が話題になっている。反転
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授業とは「説明型の講義など基本的な学習を宿題として授

業前に行い、個別指導やプロジェクト学習など知識の定着

や応用力の育成に必要な学習を授業中に行う教育方法」[4]

とされており、ビデオ教材や eラーニングなどで事前学習

を行ない、対面講義でその理解を深めることが行われる。

反転授業の目的として、大きく 2種類に分けられている［5］。

1 つは完全習得学習型であり、受講者全員が授業目標を達

成することが目的である。学生は事前学習で教育内容を学

び、対面授業で学習内容を理解するために個別指導やグル

ープワーク、問題演習などを行なうなどして、知識の定着

を目指す。もう 1つは高次能力育成型であり、事前学習で

学んだ知識を活用して、対面授業でさらに発展的な活動を

行うことが目的である。 

 塙ら[6]が山梨大学の工学部工学部専門教育科目におい

て実践しており，学習時間の増加，学生の授業への関与の

増加，学生間のインタラクションの活性化，学生自身の主

観的理解度の向上，成績の上昇などの効果があることを報

告している。また、人文系の科目[7][8]や新入生の英語科目

[9]などにおいても反転授業の実践が報告されており、徐々

に事例が積み重ねられている状況だといえる。 

 このような流れがある中、文部科学省は 2014年から大学

教育再生加速プログラムを開始した。大学教育再生加速プ

ログラムは、「国として進めるべき大学教育改革を一層推進

するため、教育再生実行会議等で示された新たな方向性に

合致した先進的な取組を実施する大学を支援することを目
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的」[10]としたものである。京都外国語大学は、2014 年に

この大学教育再生加速プログラムのテーマⅠ（アクティ

ブ・ラーニング）・テーマⅡ（学修成果の可視化）複合型に

採択された。テーマⅠの取組として、授業外において学習

内容の復習と予習、知識の定着・確認を行い、授業内で学

生が他の学生と協働して、プレゼンテーションやディスカ

ッションなどに取り組む反転授業型アクティブ・ラーニン

グの実践を目指している。 

本稿では、外国語学習における反転授業型アクティブ・

ラーニングとして、授業外において学習内容の復習と予習、

知識の定着・確認を行い、授業内で学生が他の学生と協働

してプレゼンテーションやディスカッションなどに取り組

む授業をデザインした内容について紹介し、2014年の春学

期に、京都外国語大学国際教養学科の授業でパイロットと

して行った実践の結果について報告する。 

2. 外国語学習における反転授業型アクティ
ブ・ラーニングのデザイン 

2.1 概念モデル 

 まず、一般的な外国語学習の授業と本研究で提案する外

国語学習における反転授業の概念モデルについて説明する。

図 1に概念モデルを示す。 

一般的な外国語学習の授業は、インプット、インテイク、

アウトプットの 3つの活動によって構成される。学生は彼

らにとって新しい言語機能を学ぶ機会として、英語の文章

をインプットする。そこで、新しい特徴を理解し、学生自

身の知識の一部になった時に、インテイクが起こったとい

える [11]. インテイクが起こるような学習課題に取り組ん

だ後、学生は新しい言語機能を使う練習としてアウトプッ

トを行なう。そして、授業の最後に、教員は授業で学んだ

ことを定着させることを目的として、学生に授業外の課題

として宿題を与える。宿題を確認することで、意図してい

た授業目標が達成されたかどうかを確認することになる。 

 対して、本研究で提案する外国語学習における反転授業

においては、以下のような構成となる。まず、授業外にネ

ット上に準備したインタラクティブな環境（Inkling Habitat）

で他の学生や教員と協調しながら学習課題を行ない、英語

の文章をインプットする。この際、教員は必要に応じて

LINE でメッセージを送ることで学生の協調学習を支援す

る。LINE のメッセージは、アドバイスと励ましの 2 種類

とした。授業では、学生が授業外活動を振り返った上で、

小グループをつくり、教員が協調学習環境においてファシ

リテートしながら、学生はインテイクとアウトプットを行

なう。授業終了時に、学生は授業内の活動を振り返る。 

 

2.2 授業デザイン 

 本研究で提案する外国語学習における反転授業は、1 ユ

ニットを 2 つのセッションで構成し、1 週間に 1 つのセッ

ションを行うこととする。1 ユニットを下記のようにデザ

インした。 

 

セッション 1（1週間） 

◯授業外学習 

1）学生は、Inkling Habitat上で読んだテキストを理解する 

  ためにグループで協調学習を行う 

2）教員は必要に応じて LINEでメッセージを送る  

 

◯授業学習 

1）学生は、授業外学習を振り返る 

2）教員は、達成度テストを実施し、理解状況を把握する 

図 1 外国語学習における反転授業の概念モデル 
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3）学生はグループで協力してテキストの要約を書き、 

  プレゼンの準備を行なう 

4）教員は次の授業外学習について指示をし、調査課題に 

  有用なWebサイトなどの情報を提供する 

5）学生は、授業学習を振り返る 

セッション 2（1週間） 

 

◯授業外学習 

1）学生は、グループで調査課題に取り組み、 Inkling  

  Habitat上でプレゼンの準備を行う 

2）教員は必要に応じて LINEでメッセージを送る 

 

◯授業学習 

1）学生は、授業外学習を振り返る 

2）学生は調査課題についてプレゼンし、議論を行なう 

3）教員は、学生にコメントやアドバイスを行なう 

4）学生は、授業学習を振り返る 

 

2.3 学習環境と教材 

 授業外学習で活用するインタラクティブな学習環境とし

て Inkling を準備し、電子書籍を制作できる Web オーサリ

ングツール Inkling Habitatを使ってリーディング教材を作 

成した。Inklingの機能として、ハイライトの挿入やノート

の作成、検索、ソーシャルメディアでの共有、ブックマー

クなどがある。Inklingの機能について図 2に示す。学生は 

   
図 3 Inklingにおける教材の選択画面 

 

パソコンやタブレット、スマートフォンを利用して、Inkling

のさまざまな機能を活用しながら、個人での学習や協調学

習を行なう。 

現在、ユニットごとに 500 語程度のテキスト（Reading 

Passage）と内容確認（把握）問題（Comprehension Questions） 

を作成している。学生は、Inkling上で一覧から学習する授

業の教材を選択し（図 3左）、ユニットごとに準備されてい

るテキストと内確認問題を学習することになる（図 3 右）。

作成しているテキストと内容確認問題の例を図 4に示す。 

図 2 Inklingの機能 
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図 4 Inkling上で学習するテキストと内容確認問題 

 

3. 授業実践と評価  

3.1 対象授業の概要 

この授業デザインに基づいて、2014年に授業実践を行っ

た。京都外国語大学外国語学部国際教養学科の「Media 

English」という授業で、国際関係学に関する知識を習得し、

関連情報収集を行い、課題を発見し、その課題を解決する

ための方策を提示し、議論することを目的とした科目であ

る。この授業のために、2.3で説明した Inkling上で学習で

きる 11ユニットの教材（テキストと内容確認問題）を作成

した。最終的な受講生は 5人であった。 

 

3.2 授業デザインの評価 

最終授業において、本授業に関する質問紙調査を行った。

授業外学習について 6問、授業について 8問の計 14問の質

問について 4件法で回答してもらった。また、自由記述も

授業外学習、授業についてそれぞれ回答してもらった。 

表 1 に授業外学習に関する評価の結果を示す。Q1、Q2

の結果より、学生にとって教材の文章は興味深く、それに

ともなって関連の文章を検索しており、インプット活動が

積極的に行われていることが分かる。 

しかしながら、Q3より、他のメンバーとの協調学習はう

まくいかなかった面もあった。自由記述では“テキストを

理解する上で他の学生と一緒に作業することにとまどっ

た”、“特にテキストの理解についての課題をグループで行

なうことに慣れなかった。授業外の宿題については全体的

には個人でやるほうがいい”といった記述が見られた。 

Q4～Q6 の結果から、教員による支援は学生のテキスト

理解やプレゼン作成などの学習において有効に機能してい

たと言える。自由記述では、“教員からの励ましによって授

業外学習もがんばろうと思えたし、毎週の授業についても

やる気が続いた。普段はこんなふうにちゃんと宿題してい 

表 1 授業外学習に関する評価 

項目 平均

（SD)

Q1. 教材の文章は興味深かった  3.60 

(0.55) 

Q2. 検索エンジンを使って少なくとも 1つは関連

した文章を探した  

3.40 

(0.89) 

Q3. 他のメンバーと文章の理解やプレゼンの作

成に積極的に取り組んだ  

2.80 

(0.45) 

Q4. 教員からのメッセージを読んだ 4.00 

(0.00) 

Q5. 文章の理解やプレゼンの作成において教員

からのアドバイスは有用だった  

3.40 

(0.55) 

Q6. 教員からの励ましは、文章の理解やプレゼン

の作成を行なう上で有効だった  

4.00 

(0.00) 

 

表 2 授業学習に関する評価 

項目 平 均

（SD)

Q7. 達成度テストは文章の理解に有用だった 3.00 

(0.71) 

Q8. プレゼンは興味深かった 3.80 

(0.48) 

Q9. 議論は興味深かった  4.00 

(0.00) 

Q10. 授業外学習の振り返りは授業学習を行なう

上で有用だった  

3.40 

(0.55) 

Q11. 授業学習の振り返りは次の授業外学習を行

なう上で有用だった  

2.00 

(0.00) 

Q12. 文章の要約、プレゼンの準備、調査課題に

関する議論に積極的に取り組んだ  

3.40 

(0.55) 

Q13. プレゼンを作成する上で教員の支援は有用

だった  

4.00 

(0.00) 

Q14. 議論をする上で教員からの支援は有用だっ

た 

3.60 

(0.55) 

 

ないな、と思った”といった記述が見られた。 

表 2 に授業に関する評価の結果を示す。Q8、Q9 の結果

より、授業に対する満足度が高かったことが分かる。振り

返りの評価については、異なる結果となっている。Q10か

ら授業の初めに授業外学習の振り返りを行なうことが、授

業での学習に有効であることがわかった。対して、授業の

最後に授業学習の振り返りを行なうことは、次の授業外学

習に結びつきにくいことが分かった。この点については、

“学習について振り返ることが重要だということは分かっ

ているけど、授業外の学習のために、授業の学習を振り返

る理由が分からない。次の授業のためにテキストを読むの
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は、別の話だと思う”、“授業と次の授業外の課題とのつな

がりが分からなかった”といった自由記述があった。授業

学習と授業外学習のつながりについては、今後の改善が必

要になると考えている。 

Q13、Q14 の結果より、教員による支援はプレゼンや議

論を行なう上で有効であったことが分かる。“授業での課題

はとても楽しかった。これまで、授業中にプレゼンテーシ

ョンの準備や議論をする機会はなかったし、教員がいいタ

イミングで支援してくれたことはとてもよかった”といっ

た記述が見られた。 

4. おわりに 

本稿では、外国語学習における反転授業型アクティブ・

ラーニングの授業デザインや学習環境、教材について紹介

し、2014年の春学期に京都外国語大学国際教養学科の授業

でパイロットとして行った実践の結果について報告した。

結果として、下記のようなことが分かった。 

 

・ 授業に対する満足度が高く、学生は授業学習、授業外

学習ともに積極的に取り組んでいた 

・ 学習内容の理解活動は十分になされていた 

・ 教員による支援は、授業学習、授業外学習ともに有効

に機能していた 

・ 授業の初めに授業外学習の振り返りを行なうことが、

授業での学習に有効であった 

・ 授業の最後に授業学習の振り返りを行なうことは、次

の授業外学習に結びつきにくかった 

・ 授業外学習におけるテキストの理解について、他のメ

ンバーとの協調学習がうまくいかなかった面もあった 

 

今後の課題としては、まず、受講者数の多い授業でも実

践を積み重ねていくことがあげられる。その上で、今回の

研究で問題となった、授業外学習におけるテキスト理解の

協調学習のやり方、授業学習と次の授業外学習の関連、に

ついての改善方法を検討することが課題となる。 

 松下[12]は、アクティブラーニング（AL）を導入しても

未解決として残る問題、新たに生じた問題として、知識（内

容）と活動の乖離、能動的学習をめざす授業のもたらす受

動性、学習スタイルの多様性への対応、の 3点をあげてい

る。これらの問題を解決するべく、「外的活動における能動

性だけではなく、内的活動における能動性も重視した学習」

というディープ・アクティブラーニングを提唱しており、

深い学習、深い理解、深い関与が重要になると述べている。

反転授業とアクティブ・ラーニングを組み合わせて行う場

合、このような観点からの授業デザイン、評価も重要にな

ってくる。 

また、反転授業に関する効果検証については、尺度に関

する研究や包括的な調査[13]も行われつつあるので、この

ような動向も踏まえつつ、連携をはかりながら、今後も研

究を進めていきたいと考えている。 
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